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学
校
紹
介

初
の
「
在
学
生
保
護
者
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施

大
阪
府
立
大
学
が
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
祭
「
友
好
祭
」
に
合
わ
せ
て

キャンパスツアー

辻学長が保護者にメッセージ

報告した学生３人

後
期
課
程
一
年
／
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
三
年
）
は
、
文
科

省
の
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
補

助
を
受
け
、
海
外
留
学
に
よ
っ
て
英

語
を
習
得
。
オ
ム
ロ
ン
社
主
催
の
オ

ム
ロ
ン
コ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ　

オ
ー
デ

ィ
エ
ン
ス
賞
な
ど
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

最
後
に
、
辻
学
長
が
「
本
学
の
理

念
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
世
界
に
翔

く
地
域
の
信
頼
拠
点
を
め
ざ
し
て
』。

地
域
に
開
か
れ
た
四
六
万
平
方
メ
ー

　

大
阪
府
立
大
学
（
大
阪
府
堺
市
、

辻
洋
学
長
）
は
五
月
二
十
日
（
土
）、

同
市
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
在

学
生
保
護
者
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
を
初
め
て
実
施
し
た
。

　

学
び
の
環
境
の
特
色
や
キ
ャ
リ
ア

支
援
と
い
う
観
点
か
ら
大
学
の
概
要

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
教
職
員

と
保
護
者
が
手
を
結
ん
で
在
校
生
の

応
援
団
と
な
り
、
親
密
な
相
互
関
係

を
構
築
す
る
き
っ
か
け
に
す
る
の
が

ね
ら
い
。
当
日
は
、
大
学
側
の
予
想

を
大
き
く
上
回
る
約
四
〇
〇
人
が
参

加
し
、
教
員
の
発
表
や
在
校
生
の
体

験
談
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、

保
護
者
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に

も
参
加
し
、
緑
豊
か
で
広
大
な
中
百

舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
体
感
し

た
。

　

就
職
活
動
を
控
え
た
三
・
四
回
生

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
説
明

会
」
は
ど
の
大
学
で
も
あ
る
が
、
大

学
生
活
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
年
度

当
初
に
一
・
二
年
生
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
取
り
組
み
は
珍
し
い
。

　

初
め
に
、「
Ｕ
ホ
ー
ル
白
鷺
」
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

　

開
会
挨
拶
で
吉
田
敦
彦
副
学
長

（
学
生
セ
ン
タ
ー
長
）
が
「
先
生
方

と
交
流
す
る
こ
と
で
、
皆
様
が
大
阪

府
立
大
学
の
応
援
団
の
一
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

次
い
で
、
横
山
慶
一
・
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
室
長
が
「
大
阪
府
立
大
学

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
り
組
み
―
今
、

社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
像

―
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。

　

横
山
室
長
は
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
室
は
、
就
職
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
ろ
い
ろ
行
っ

て
い
る
。
修
学
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
育

成
が
二
本
柱
で
あ
る
」
と
し
た
う
え

で
、
豊
か
な
就
学
環
境
と
、
主
体
的

な
学
び
が
で
き
る
学
習
環
境
に
よ
っ

て
、
や
る
気
・
愛
着
の
あ
る
学
生
を

育
成
し
て
い
る
こ
と
や
、「
入
学
時

の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら

な
い
よ
う
に
卒
業
ま
で
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
強
調
。
具

体
的
に
は
初
年
次
教
育
（
ゼ
ミ
）
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
体
験

的
な
学
び
な
ど
を
紹
介
し
た
。
同
室

長
は
卒
業
・
修
了
生
の
就
職
率
が
高

レ
ベ
ル
の
九
八
％
前
後
だ
と
報
告
し

た
う
え
で
、「
企
業
が
求
め
る
人
材

は
、
専
門
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、

論
理
的
思
考
力
、
課
題
発
見
・
解
決

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
。

本
学
独
自
の
ワ
ク
ワ
ク
人
材
、
ハ
イ

・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成

を
こ
れ
か
ら
も
め
ざ
し
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
高
橋
哲
也
副
学
長
（
教

育
・
入
試
担
当
）
が
「
な
ぜ
府
大
生

は
こ
ん
な
に
伸
び
る
の
か
？
―
府
大

の
教
育
の
特
徴
―
」
と
題
し
て
報
告

し
た
。
高
橋
副
学
長
は
「
初
年
次
ゼ

ミ
か
ら
卒
業
研
究
ま
で
の
体
系
的
な

教
育
課
程
の
ほ
か
に
学
生
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
府
大
生
は

真
面
目
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
面
白

く
て
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る

学
生
が
い
っ
ぱ
い
い
る
」
と
強
調
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、
学
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
な
る
三
人
の
学
生
が
登
壇
し
、

大
学
生
活
で
得
た
体
験
を
語
っ
た
。

　

右
大
輝
君
（
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学

域
四
年
／
副
専
攻
「
地
方
再
生
（
Ｃ

Ｒ
）」
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
体
験
し

た
こ
と
で
、
防
災
の
重
要
さ
を
痛
感
。

全
国
公
立
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
防

災
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て

関
東
・
東
北
豪
雨
泥
か
き
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
各
地
で
活
動
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

藤
野
紗
耶
さ
ん
（
工
学
研
究
科　

博
士
前
期
課
程
一
年
）
は
、
文
部
科

学
省
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ

で
、「
私
と
人
工
知
能
が
創
り
出
す

夢
の
デ
ジ
タ
ル
絵
本
―
阪
和
線
一
〇

三
系
へ
の
想
い
を
形
に
―
」
の
口
頭

発
表
で
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
た
活
動
な
ど
を
発
表
。「
府
大
の

先
生
方
は
、
学
習
の
仕
方
で
困
っ
た

時
、
す
ぐ
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

た
。
親
切
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
相
談

し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

長
野
将
吾
君
（
工
学
研
究
科
博
士

ト
ル
も
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
少

人
数
で
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
が
あ
る
。

教
職
員
は
学
生
に
親
切
で
手
厚
い
支

援
を
心
が
け
て
い
る
。
保
護
者
の
皆

様
と
手
を
携
え
て
学
生
た
ち
が
世
界

に
大
き
く
羽
ば
た
く
後
押
し
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
保
護
者
ら
は
別
室
に

移
動
し
、
教
員
と
学
生
ら
と
交
流
。

「
通
常
の
大
学
が
採
用
し
て
い
る
学

部
・
学
科
と
、
大
阪
府
立
大
学
の
学

域
・
学
類
と
ど
の
よ
う
に
ち
が
う
の

か
」「
一
年
間
の
海
外
留
学
を
希
望

し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
の
就
職
活
動
に
影
響
し
な
い

か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
教
員

ら
は
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
の
一
人
は
「
学

生
へ
の
受
入
体
制
に
深
く
感
銘
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
る
学
生
の
生
の
声
を
聞
け
て
よ
か

っ
た
。
こ
の
話
を
子
ど
も
や
他
の
在

学
生
に
も
聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。


